
 
 

            

 

        

  

 

伊
豆
高
原
十
字
の
園 

施
設
長 

山
本
隆
弘 

  

こ
の
４
月
、
法
人
本
部
か
ら
伊
豆
高
原
十
字
の
園

施
設
長
に
着
任
致
し
ま
し
た
山
本
と
申
し
ま
す
。
前

職
の
法
人
本
部
長
に
就
く
前
の
10

年
余
り
、
浜
松
十

字
の
園
で
施
設
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

３
年
ぶ
り
の
施
設
長
職
、
更
に
伊
豆
高
原
で
の
勤
務

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
の
で
、
若
干
の
緊
張
感
を
持

っ
て
こ
の
数
ヶ
月
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
５
類
感
染
症
」

に
移
行
し
、
様
々
な
制
限
が
解
除
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
高
齢
の
方
々
の
生
活
を
支
援
す
る
私
た
ち
も
、

必
要
な
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
、
お
一
人
お
一

人
が
過
ご
さ
れ
て
き
た
日
常
を
速
や
か
に
回
復
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
際
「
感
染
症

は
止
め
て
も
、
生
活
は
止
め
る
な
」
当
時
の
施
設
長

の
指
示
の
も
と
、
可
能
な
範
囲
で
日
常
生
活
の
継
続

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
夕
光
」
で

は
、
そ
の
事
も
含
め
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
字
の
園
の
理
念
『
人
格
を
尊
重
し
、
生
き
る
喜
び
、

生
き
る
自
由
、
生
き
る
希
望
を
創
り
ま
す
』
に
基
づ

く
様
々
な
取
り
組
み
を
職
員
と
共
に
今
後
も
拡
げ
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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旬なものを使用したスイーツや飲みものを召し上がっていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

お花がきれいな時期にはベランダにて日光浴。（1階担当・佐々木） 

 

こ
ち
ら
は
ユ
ニ
ッ
ト
レ
ク
の
様
子
で
す
。 

・
桜
の
綺
麗
な
時
期
に
は
み
ん
な
で
記
念
写
真
。 

・
オ
ー
ド
ブ
ル
を
注
文
し
、
い
つ
も
と
違
う
一
味
違
っ

た
食
事
の
楽
し
い
様
子
。 

・
梅
雨
の
時
期
、
ア
ジ
サ
イ
の
綺
麗
な
花
と
記
念
写
真

を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。 

 
 
(

２
階
担
当
・
鈴
木) 

 生
活
支
援
室   

 

天
気 (

晴
れ) 

ユ
ニ
ッ
ト 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

お誕生日の方を皆でお祝いして歌を歌うなど、とても賑やかでした。お誕生日の方の少し恥じらい気味

の笑顔が素敵でした。スイーツを用意して皆さんで楽しいひと時を過ごしました。(3階担当・稲葉) 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
・
散
歩(

生
活
支
援
室
・
１
階)

 

お誕生日会・プリンアラモード(生活支援室・３階) 

記
念
写
真
・
オ
ー
ド
ブ
ル 

(

生
活
支
援
室
・
２
階)

 
 

おいしいよ！ 
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「出張     地域ふれあいサロン」 

 

 

 

 

 

 

これまで各地域コミュニティセンター、生涯学習センター等の地域の主要な会場で開催しておりまし

た、「地域ふれあいサロン」ですが、地域によって車等の移動手段の問題により、参加出来ない方も多

いことから、今年度はより身近な地域各所へ出向き、自治会館や区民会館等で地域住民の方々が参加し

やすい様、出張での地域ふれあいサロンを開催しています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

令和５年度 対島地域包括ケア会議 
        

「らっきょうづくり」 

下処理から利用者さんにして

もらい漬け込み、食事の際に

皆さんで食べています。 

「歩行訓練」 

施設の周辺を散歩し、園

庭に咲いている四季折々

の草花を楽しみます。 

「梅ジュースづくり」 

施設の敷地内にある梅の

木から梅を使って、ジュー

スを作ります。おやつの際

に皆さんで飲んでいます。 

 

デイサービスセンター

では、一緒に楽しく働

いてもらえる方を募

集中です     

 対島地域包括支援センターでは、6月 22日に対島地域包括ケア会議を開催いたしました。今回は参

加者の方から事前に地域の困りことなどの課題を挙げていただき、その中からテーマをひとつ選び、『地

域における現状と課題～だれでも住みやすい地域になるために～』をテーマに、参加者の方々と意見交

換を行い、多数のご意見をいただくことができました。これからの活動の参考にさせて頂きます。 

デイサービスの 

レクリエーションなど 
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対島地区「認知症高齢者等見守り訓練」地域包括支援センター 

５月２６日(金) 八幡野コミュニティセンター２階会議室にてチームオレンジメンバーによる認知症

高齢者等見守り訓練を実施しました。８０代の高齢者男性と女性を想定し、声かけ等のはじめのかかわ

り方や「どこシル伝言板」のＱＲコードを使って家族への連絡やりとりについて訓練を行いました。 

 

 

社会福祉法人十字の園 伊豆高原十字の園 
 

〒４１３‐０２３２ 静岡県伊東市八幡野１０２８‐４ 

☎０５５７‐５４‐１６１３  

 izujuuji@i-younet.ne.jp   http://www.jyuji.or.jp 

新型コロナウイルスが 5 類に移行して、はや１ヶ月。「外

出、遠出を楽しむぞ。」と意気込んでいたら、季節は梅雨。

じとじと降る雨を恨めしく見上げつつ、雨の中でも元気

に咲き誇る紫陽花に慰められ。「早く梅雨が明けますよう

に。」と心待ちにしている今日この頃です。 （稲葉） 

 

（ ） 

施設の庭にはお花がたくさん！ 

ガーデニングが好きな方、ぜひ一緒に活動

しませんか？毎週金曜日、午前中に楽しく

活動しています。 

〔お問い合わせ〕 

☎0557-54-1613  担当： 岩本 

献金報告（2023 年１月～2023 年 5 月） 

合計 ￥462,735－（9件） 
 

日吉一、野口佳枝子、福澤俊彦、東洋英和女学院中高

部宗教委員会、百瀬美奈、稲葉正久、匿名   

〔子ども食堂寄付〕 関谷哲男、クーピーズ(子ども食堂

赤い羽根バースデイ助成)、トヨタユナイテッド静岡、齋

藤佐智子、村岡商事（順不同・敬称略） 

 

ボランティアさん紹介（順不同・敬称略） 

上田彰・上田文（伊東教会）、眞田正美・石井滋子（伊豆高

原教会）、山口光仕（川奈聖書教会）、畠澤かおり（宇佐美

教会）、グリーンボランティア 

苦情等対応のお知らせ 
《 202３年１月 ～ 202３年６月 》 施設１件、在宅６件 

 

【居宅介護支援】情報提供不足により担当を交代してほしいとの

申し出あり。事業所内で課題を共有し情報提供する際の留意点を

再確認した（3件）  

【訪問介護】掃除の仕方、駐車についての注意を受けた。事業所

内で課題を共有し、各場面での留意点を確認した。 

【通所介護】コロナ禍における説明不足について注意を受けた。改

めて説明し、相手が理解された内容も確認した。事業所内で今回

の課題を共有し、説明時の留意点の徹底を図った。 

【施設】受診対応と家族への電話連絡について意見があった。施

設の医療体制を再度説明。電話での報告は、具体的に伝えるとと

もに、不安にならないよう配慮が必要なことを職員に周知した。 

【配食サービス】お弁当配達時の職員の態度について意見があっ

た。配食サービスの意味を再確認し、安否確認や孤独感を軽減で

きるような温かみのある声掛け・態度が必要であることを職員に周

知した。 

苦情受付担当者 

【施設】山田厚子、稲葉哲哉  【在宅】重永仁美 

伊豆高原十字の園広報紙 夕光(ゆうかげ) Ｎｏ.１３０ 

 

発行日／２０２３年７月１日  

編集／伊豆高原十字の園 広報委員会 

発行責任者／施設長 山本 隆弘 
 

年２回（７月・１月）発行 次回 ２０２４年 1 月発行予定 

温かいご支援をお待ちしております 

郵便振替口座 00810-6-168180 

ゆうちょ銀行 089 店 当座 0168180 

口座名義   伊豆高原十字の園 

皆さまのご厚意に感謝いたします。ありがとうございました。 

ガーデニングボランティア募集中！ 


